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外来診察 入　院 検　査 延件数
呼吸器科 57 11 3 71
消化器科 35 19 7 61
循環器科 30 5 2 37
糖尿代謝 16 1 1 ！8
心臓血管外科 6 0 0 6
小　児　科 19 6 0 25
外　　　　科 16 1 5 22
整形外科 2 1 1 4
産婦人科 15 1 16
泌尿器科 13 ！ 14
耳鼻咽喉科 35 2 37
眼　　　　科 8 8
歯科口腔外科 0 ！ 1
皮　膚　科 3 3
放射線科 0 67 67













































































7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
一擬一外来 13 8 7 9 5 16 10 16 13 14 23 16 31 26 24 24
＋入院 3 3 0 1 3 6 4 1 3 2 2 1 1 6 2 8
…議一検査 1 2 2 1 2 0 1 3 3 5 8 5 15 14 8 19
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契約年月日 依頼者 治験課題名 区分 責任医師 症例数
H！2．9．21～
g14．3．31 小野薬品
ONO－1078ドライシロップ
ﾊ年性アレルギー性鼻炎に対する用量
ｽ応性及び安全性試験
第H相金谷健史 6例
H12．11．14～
g14．3．31
日本ワイス　　　、　　レダリー ：L－084
｡雑性尿路感染症を対象とした第H相
ﾕ床試験
第H相廣瀬崇興 3例
H12．12．5～
g13．5．3！
アベンティスファーマ
iヘキスト・
}リオン・ルセル）
KMD－3213
O立腺肥大症に伴う排尿障害に対する
繩咜謔g相試験
第H相廣瀬崇興 4例
H！2．12．20～
g14．3．31
日本ベーリンガー
Cンゲルハイム
Ba679BR
ｲ末吸入剤のCOPDを対象とした
ｷ期投与試験
第皿相 岸不壼彌 6例
H13．3．22～
g14．9．30 大鵬薬品
TF－505
O立腺肥大症に対する探索的検討 第H相廣瀬崇興 6例
H13．5．15～
g14．9．30 アストラ・ゼネカ
ZD4522ヘテロ接合体性家族性高コレステロール
件ﾇに対するHMA－CoA還元酵素阻害剤Zc4522の有効性及び安全性を検討する用F量増量試験
第H相辻　昌宏 5例
H13．9．13～
g15．6．30 三共
CS－801
A失禁を伴う過活動膀胱を対象としたプ
宴Zポとの4群間二重盲検比較試験
第H相廣瀬崇興 8イ列
H14．4．12～
g15．7．31 第一製薬
KMD－3213
O立腺肥大症に伴う排尿障害を対象とし
ｽ第皿相臨床試験
第皿相 廣瀬六六 5六
一60一
委員会だより
11．医療費適正化委員会
　当委員会は医療費の請求を適正に行うための委員
会です。各領域の20数人の委員がおり、毎月下旬の
水曜午後5時半から開始され、1時間から1時間半
ほどの時間をかけています。具体的には、返戻また
は査定されたレセプトを審査し、注意事項を明らか
にして医師に今後の参考にしてもらうこと、および
査定されたレセプトを検討し、再審査請求が可能か
どうかを判断することです。
　ご存じのように、レセプト請求は病院収入の主体
であり、良い意味でも悪い意味でも適正に行わなけ
ればなりません。しかし、法律的な複雑な判断部分
も沢山あり、画一的には処理できません。
　主な適正化は「病名漏れ」　「検査・治療の過剰」
「決められた基準に沿わない医療」などの是正が大
部分です。これらのほとんどは医師または事務の不
注意によるものです。
　ある部分ではコンピューター化すれば、是正され
そうな部分もありますが、なかなかうまく行かない
点も多くあります。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
12．薬事委員会
　当委員会は、院外及び院内の採用医薬品を審査す
ることが目的です。毎月1回約1時間かけて行われ
ます。
　ご存じのように新薬は次々と登場しますが、それ
らの採用を決定する訳です。しかし、無限に増えて
来ると薬剤部が困りますので、半年毎にあまり使用
されなかった薬品を削除しています。
　最近では国の方針に従って、後発晶の採用も行っ
ています。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
13．院内感染対策委員会
　当委員会は院内感染が問題となった10数年前から
厚生省の指導のもと、ほぼ全国の病院で作られた委
員会です。
　当院でも毎月1回開催し、耐性菌の検出状況、刺
傷事故報告、抗MRSA薬の使用状況などが報告され
ると同時に耐性菌によるアウトブレイクが発生した
場合には、的確な分析と対応を行っています。
　昨年は新たなマニュアルを制作し、また各病棟の
リンクナースを指名し、当委員会と各病棟の連絡を
行うような体制としました。
　　　　　　　　　　　　（委員長　廣瀬　崇興）
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北海道社会保険病院
第1巻　2002
北海道社会保険病院における
　　院内感染対策システム
病　　院　長
薬剤部 院内感染対策委員会ICT（ICD，リンクナース） 細菌検査室
外
来
病
棟
手
術
部
　中
州
）
事
務
局
院内感染対策委員会委員
感染対策委員長
院　長
副院長
事務局長
看護局長
消化器科主任部長
消化器科部長
呼吸器科主任部長
検査部長
小児科部長
小児科部長
婦人科主任部長
耳鼻咽喉科主任部長
麻酔科主任部長
外科主任部長
薬剤部副部長
検査部副技師長
検査部主任
放射線部技師長
栄養課
看護局次長
手術・中材科長
外来科長
5南病棟科長
7南病棟科長
廣瀬　崇興
岸　不蓋彌
池田　雄祐
木村　司郎
朽木　恵子
古家　　乾
高井　重紀
秋山也寸史
澤田　博行
中山　承代
八十嶋弘一
守谷　修而
金谷　健史
堂崎　信一
長谷　泰司
佐々木　淳
中田　隆三
松本　英伸
田口　英雄
山田　朋枝
勝田　道子
大友とも子
齋藤　幸子
三品　則子
牧　　愼子
老健副施設長
老健看護介護部長
事務局次長
庶務課長
施設課長
※リンクナース
4F病棟5南病棟
5北病棟
6南病棟
6北病棟
7南病棟
7北病棟
手術・中高
外　　　来
仙石　忠雄
堀　　由美
後藤　英昭
野田　和夫
松下　克則
須藤由紀子
三品　則子（委員）
山本　京子
木村　千春
神崎　博子
牧愼子（委員）
沓澤佳代子
大友とも子（委員）
齋藤　幸子（委員）
（平成14年8月現在）
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